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細胞診検査の判定基準について
１：３段階分類とClass分類

２：ベセスダシステムとClass分類の対応表

ベセスダシステム Class分類 結　果 推定病変 次の対応

NILM（陰性）
Ⅰ 正常

定期健診
Ⅱ 炎症・微生物 等の非腫瘍性病変

扁平上皮系異常

ASC－US Ⅱ、Ⅲa 意義不明な異型扁平上皮細胞 軽度扁平上皮内病変疑い HPV検査が望ましいまたは
6か月以内に細胞診再検

ASC－H Ⅲa HSILを除外できない異型扁平上皮細胞 高度扁平上皮内病変疑い コルポ、生検

LSIL Ⅲa 軽度扁平上皮内病変 軽度異形成（CIN1） コルポ、生検

HSIL

Ⅲa

高度扁平上皮内病変

中等度異形成（CIN2）

コルポ、生検
Ⅲb

高度異形成（CIN3）

上皮内癌（CIS）

SCC Ⅴ 扁平上皮癌 扁平上皮癌 コルポ、生検

腺系異常、その他の悪性

AGC Ⅲ 異型腺細胞 腺癌疑い
コルポ、生検、頚管および
内膜細胞診または組織診AIS Ⅳ 上皮内腺癌 上皮内腺癌

Adenocarcinoma Ⅴ 腺癌 腺癌

Other malig. Ⅴ その他の悪性腫瘍 その他の悪性腫瘍 病変検索

３：ABC判定
肺がん検診における喀痰細胞診の判定基準と指導区分（2016改訂）に対する3段階分類の対応表

判定区分 ３段階分類 細胞所見 指導区分

A 陰性 喀痰中に組織球を認めない 材料不適、再検査

B 陰性

正常上皮細胞のみ
基底細胞増生
軽度異型扁平上皮細胞
線毛円柱上皮細胞

現在異常を認めない
次回定期検査

C 陰性 中等度異型扁平上皮細胞
核の増大や濃染を伴う円柱上皮細胞 再塗抹または６か月以内の再検査

D 疑陽性 高度（境界）異型扁平上皮細胞または
悪性腫瘍が疑われる細胞を認める 直ちに精密検査

E 陽性 悪性腫瘍細胞を認める

ベセスダシステム2014アトラス 子宮頚部細胞診報告様式，丸善出版，2016年6月10日

肺癌取扱い規約（第9版）補訂版，金原出版株式会社，2025

3段階分類 Class分類

陰　性（Negative）
Ⅰ 異型細胞あるいは異常細胞を認めない場合

Ⅱ 良性域と思われる異型細胞を認める場合

疑陽性（Suspicious）
Ⅲa 悪性域を疑うあるいは否定できない異型細胞あるいは異常細胞を認める

Ⅲb 強く悪性域を疑う異型細胞あるいは異常細胞を認める

陽　性（Positive）
Ⅳ 悪性の疑いがきわめて濃厚な異型細胞を少数認める場合

Ⅴ 悪性と断定できる高度な異型細胞を認める場合
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細胞診検査の判定基準について
４：乳腺細胞診の報告様式

＊判定した根拠を具体的に記載する。（検体不適正とした場合でもその根拠を明記すること）
＊乳癌取扱い規約組織分類に基づき可能な限り推定される組織型を付記する。
＊「検体不適正」は細胞診検査総数の10％以下が望ましい。
＊「鑑別困難」は検体適正症例の10％以下が望ましい。
＊「悪性の疑い」はその後の組織学的検索で、「悪性の疑い」の90％以上が悪性であることが望ましい。

乳癌取扱い規約（第19版）, 金原出版株式会社, 2025

甲状腺癌取扱い規約（第9版）, 金原出版株式会社, 2023

５：甲状腺細胞診の報告様式

判定区分 判定基準

１）検体不適正（inadequate）
標本作製不良（乾燥、固定不良、細胞挫滅、末梢血混入、厚い標本）または
病変を推定するに足る細胞が採取されていないため診断が著しく困難な標
本を指す。

２）検体適正（adequate）

a）正常あるいは良性（normal or benign） 正常乳管および線維腺腫、乳管内乳頭腫、乳腺症、良性葉状腫瘍、嚢胞、
乳腺炎、脂肪壊死などが本区分に含まれる。

b）鑑別困難（indeterminate） 細胞学的に良・悪性の判定が困難な病変を指す。

c）悪性の疑い（suspicious for malignancy） 主として異型の乏しい非浸潤癌や小葉癌などが本区分に含まれる。

d）悪性（malignant） 乳癌、非上皮性悪性腫瘍が本区分に含まれる。

判定区分 所　　見 標本・疾患

検体不適正
（Unsatisfactory） 細胞診断ができない

標本作製不良（乾燥、変性、固定不良、末梢血混入、塗抹不良
など）。病変を推定するに足る細胞あるいは成分（10個程度の
濾胞細胞からなる集塊が6個以上、豊富なコロイド、異型細胞、
炎症細胞など）がない。

嚢胞液
（Cyst Fluid）

嚢胞液で、診断に足るコロイ
ドや濾胞細胞を含まない

良性の嚢胞に由来する。稀に嚢胞形成性乳頭癌が含まれるこ
とがある。

良性
（Benign） 悪性細胞を認めない 正常甲状腺、腺腫様甲状腺腫、甲状腺炎（急性、亜急性、慢性、

リーデル）、バセドウ病などが含まれる。

意義不明
（Undetermined Significance）

良性・悪性の鑑別が困難、他
の区分に該当しない、診断に
苦慮する

乳頭癌の可能性がある（乳頭癌を示唆する細胞が少数、腺腫
様甲状腺腫と乳頭癌の鑑別が困難、橋本病と乳頭癌の鑑別が
困難）、特定が困難な異型細胞が少数、濾胞性腫瘍と乳頭癌
の鑑別が困難、橋本病とリンパ腫との鑑別が困難、硝子化索
状腫瘍が疑われる、などが含まれる。

濾胞性腫瘍
（Follicular Neoplasm）

濾胞腺腫または濾胞癌が推定
される、あるいは疑われる

多くは濾胞腺腫、濾胞癌である。膨大細胞腫瘍、奇形核を
伴った濾胞腺腫を推定する標本も含まれる。腺腫様甲状腺
腫、NIFTP、濾胞型乳頭癌、副甲状腺腺腫のこともある。

悪性の疑い
（Suspicious for Malignancy）

悪性と思われる細胞が少数ま
たは所見が不十分なため、悪
性と断定できない

種々の悪性腫瘍が含まれるが、その多くは乳頭癌である。良
性疾患や低リスク腫瘍で含まれる可能性のあるものとして
は、奇怪核を伴った濾胞腺腫、腺腫様甲状腺腫、橋本病、硝
子化索状腫瘍などがある。

悪性
（Malignant） 悪性細胞を認める 乳頭癌、低分化癌、未分化癌、髄様癌、リンパ腫、転移癌な

どが含まれる。


